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より　変数変換

，は対角化可能．よってを持つので，次独立な固有ベクトル個のは

について解き，λ固有ベクトル　

λが存在する条件　が成立する固有値

ここで，

は対角化可能を持つ次独立な固有ベクトル個）の次なら個（が

　同次方程式
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   = − + +   
   −    

(p)
x

x

特解 を得る

よって非同次方程式の一般解は

2

1
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t
e

  
  + −  

    


